
全国会長・幹事長連絡協議会開催
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3
月
末
で
全
国
支
部
訪
問
活
動
を
終
え
た
本

田
あ
き
こ
副
会
長
は
、
約
4
万
人
と
握
手
を

行
っ
た
。
本
田
あ
き
こ
の
名
前
の
更
な
る
拡
散

の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

（
本
田
あ
き
こ
の
部
屋
）
の
閲
覧
や
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
へ
の
登
録
を
是
非
お
願
い
し
た
い
。

重
点
地
区
訪
問
始
ま
る
！

●
川
崎
市
（
4
月
9
日
〜
4
月
11
日
）

　
薬
局
訪
問
を
中
心
に
活
動
し
た
が
、
卸
の
事

業
所
訪
問
時
に
は

実
務
実
習
生
の
見

学
現
場
に
遭
遇
し

た
こ
と
か
ら
、
実

習
生
に
対
し
て
、

医
薬
品
卸
の
社
会

的
使
命
な
ど
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
横
浜
市
（
4
月
12
日
、
16
日
〜
19
日
）

　
地
方
選
前
半
戦
が
終
わ
り
、
後
半
戦
の
さ

な
か
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
薬
局
、
卸
の
ほ

か
、
市
議
会
議
員
、
県
議
会
議
員
の
事
務
所
訪

問
も
行
っ
た
。
17

日
の
夜
に
は
「
本

田
あ
き
こ
を
励
ま

す
会
」
が
開
催
さ

れ
、
地
元
の
国
会

議
員
、
市
議
会
議

員
等
多
数
の
参
加

者
が
集
ま
り
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
集
会
と

な
っ
た
。

大
学
生
と
の
交
流
！

●
就
実
大
学
薬
学
部
（
4
月
14
日
）

　
岡
山
県
の
就
実
大
学
薬
学
部
に
お
い
て
特
別

講
演
を
行
っ
た
。
卒
後
教
育
も
兼
ね
、
年
4
〜

5
回
開
催
さ
れ
て
い
る
「
就
実
大
学
薬
学
部

　

地
域
連
携
教
育
講

座
」
の
講
師
と
し

て
参
加
し
た
。
薬

剤
師
の
歴
史
、
役

割
、
災
害
時
の
役

割
等
に
つ
い
て
講

演
し
た
。

本
田
あ
き
こ
副
会
長
、

重
点
地
区
訪
問
活
動
を
開
始

第十五弾

風力計
「
平
成
」の
思
い
出

▼
年
号
が「
平
成
」か
ら「
令
和
」に
代
わ
り
、新
し

い
時
代
へ
の
期
待
と
共
に
、平
成
の
時
代
に
経
験

し
た
数
々
の
思
い
出
が
蘇
っ
て
き
ま
す
。

▼
岩
手
県
で
は
平
成
23
年
に
発
災
し
た
東
日
本

大
震
災
津
波
か
ら
今
年
で
8
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
3
月
9
日
に
は
復
興
道
路
と
し
て
建
設
さ

れ
た
釜
石
自
動
車
専
用
道
路
が
東
北
自
動
車
道

と
結
ば
れ
県
中
央
部
か
ら
沿
岸
南
部
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
格
段
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
3

月
23
日
に
は
沿
岸
部
を
南
北
に
縦
断
す
る
三
陸

鉄
道
リ
ア
ス
線
が
全
線
で
開
通
し
沿
線
住
民
の

生
活
に
も
活
気
が
戻
っ
て
来
ま
し
た
。

▼
こ
の
よ
う
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
る

一
方
で
、こ
の
8
年
間
の
地
盤
整
備
を
待
ち
切
れ

ず
別
な
土
地
を
購
入
し
家
を
新
築
し
た
人
も
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て
は
、整
備
し

た
土
地
に
再
び
家
を
構
え
る
た
め
の
経
済
的
余

裕
は
な
く
、
現
在
被
災
地
で
は
か
さ
上
げ
な
ど

新
し
く
整
備
し
た
土
地
の
活
用
方
法
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
震
災
前
に
１
０
０
軒
ほ
ど
あ
っ
た
沿
岸
地
域

の
薬
局
は
そ
の
半
数
が
被
災
し
、現
在
は
そ
の
一

部
が
新
し
い
土
地
を
見
つ
け
て
営
業
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
被
災
地
の
薬
局
に
と
っ
て
は
、周
辺

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
復
興
に
加
え
、薬
機
法
改
正

な
ど
に
伴
う
「
か
か
り
つ
け
機
能
の
充
実
」
な
ど

新
し
い
薬
局
の
形
態
に
も
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、従
来
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
る
人

口
減
少
地
域
に
お
け
る
薬
剤
師
不
足
が
深
刻
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
被
災
地
に
は
本
田
あ
き
こ
さ
ん
も
訪
れ
ま
し

た
。
陸
前
高
田
市
の
震
災
を
免
れ
た「
奇
跡
の
一

本
松
」を
見
て
涙
を
浮
か
べ
て
い
た
姿
に
は
被
災

地
に
寄
り
添
う
彼
女
の
純
粋
な
気
持
ち
が
現
れ

て
い
ま
し
た
。

　
被
災
地
も
本
田
あ
き
こ
さ
ん
を
応
援
し
て
い

ま
す
。
残
り
少
な
い
日
々
を
精
一
杯
頑
張
り
ま

し
ょ
う
！
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全
国
の
会
長
が
宣
言
!!

あ
と
4
ヶ
月
！

〜
本
気
だ
! !
本
田
! !
結
果
が
全
て
〜

　
平
成
31
年
3
月
2
日
（
土
）
午
後
1
時

半
よ
り
3
日
（
日
）
正
午
ま
で
、
全
国
の
会

長
・
幹
事
長
が
千
葉
県
船
橋
市
の
研
修
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
り
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　
先
ず
は
山
本
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
次

に
薬
剤
師
国
会
議
員
で
あ
る
松
本
純
衆
議

院
議
員
、
と
か
し
き
な
お
み
衆
議
院
議
員
よ

り
、
夏
の
戦
い
に
向
け
て
の
熱
い
思
い
が
語

ら
れ
た
。

　
記
念
撮
影
の
後
、
藤
井
基
之
参
議
院
議

員
よ
り
『
薬
剤
師
の
未
来
と
政
治
』
と
題
し

て
の
特
別
講
演
、
続
い
て
兵
庫
県
薬
剤
師
連

盟
副
幹
事
長
の
う
え
だ
あ
つ
し
西
宮
市
議

会
議
員
よ
り
『
勝
つ
た
め
に
』
と
題
し
た
基

調
講
演
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
本
気
だ
！
本

田
‼
」
コ
ー
ル
で
我
々
の
代
表
で
あ
る
本
田

あ
き
こ
副
会
長
が
登
壇
。
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

で
お
世
話
に
な
っ
た
っ
た
こ
と
の
感
謝
と
、

こ
れ
か
ら
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。
次
に
岩

本
幹
事
長
よ
り
「
楽
し
く
な
け
れ
ば
選
挙

じ
ゃ
な
い
」
の
講
演
が
あ
り
休
憩
の
後
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
荻
野
副
会
長
の

進
行
で
進
め
ら
れ
た
。
テ
ー
マ
の
「
支
援
者

を
ど
う
増
や
す
か
」
に
基
づ
き
、
支
援
者
名

簿
達
成
率
上
位
の
群
馬
県
、
神
奈
川
県
、
岡

山
県
、
山
口
県
、
佐
賀
県
の
会
長
ま
た
は
幹

事
長
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
登
壇
し
、
自
県
で

の
取
組
方
法
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
の
手
法
に
対
し
て
会
場
か
ら
の
意
見
や
質

問
も
含
め
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
各
県
に

と
っ
て
今
後
の
後
援
会
活
動
の
参
考
に
な
る

盛
り
上
が
っ
た
討
論
会
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
各
自
が
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

し
休
憩
後
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
先
ほ
ど

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
違
っ
た

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、
都
道
府
県
の
垣
根

を
越
え
た
懇
親
が
深
め
ら
れ
た
。
懇
親
会
は

90
分
で
終
了
。
続
い
て
二
次
会
が
別
室
で
開

催
さ
れ
、
本
田
あ
き
こ
副
会
長
の
全
国
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上
映
さ
れ
、

こ
の
2
年
間
の
活
動
を
振
り
返
え
っ
た
。
遅

く
ま
で
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
翌
日
は
午
前
9
時
か
ら
再
開
さ
れ
、
小

野
副
幹
事
長
の
「
朝
の
喝
！
」
で
幕
開
け
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
参
加
し
た
全
都
道
府
県

よ
り
「
宣
言
」
が
行
わ
れ
、
名
簿
目
標
数
と

こ
れ
か
ら
の
後
援
会
活
動
の
意
気
込
み
が
発

表
（
P
3
掲
載
）
さ
れ
て
、
今
後
の
支
援
者

名
簿
獲
得
に
向
け
、
活
動
の
更
な
る
強
化
を

誓
い
合
っ
た
。
最
後
に
企
画
実
行
の
女
性
委

員
で
あ
る
橋
本
・
小
屋
敷
両
委
員
に
よ
る
ガ

ン
バ
ル
ゾ
コ
ー
ル
が
行
わ
れ
、
各
自
、
新
た

な
る
決
意
を
秘
め
て
散
会
と
な
っ
た
。

岐
阜
県
薬
剤
師
連
盟
会
長
・
岐
阜
県
薬
剤
師
会
会
長
の
土
屋
照
雄
氏
が
、

４
月
15
日（
月
）に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
70
歳
。

岐
阜
県
薬
剤
師
連
盟
会
長 

土
屋
照
雄
先
生
ご
逝
去
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がんばるぞ！

薬剤師仲間である意識付けを行う

あと4ヶ月できることは全てやる

基本に忠実に

役員の獲得名簿数を公開

名簿の精度アップ

支部訪問できめ細かな対応

若手や女性への働きかけ強化

回覧板作戦を追加

紹介者欄に名前を印刷し送付

行動あるのみ

情熱2倍・活動2倍

班長の再教育

組織引き締め

災害時LINEやメールで名簿の呼びかけ

災害時LINEやメールで名簿の呼びかけ

研修会受付で名簿依頼

沖
　
縄

鹿
児
島

宮
　
崎

大
　
分

長
　
崎

佐
　
賀

福
　
岡

高
　
知

愛
　
媛

香
　
川

徳
　
島

山
　
口

広
　
島

岡
　
山

島
　
根

鳥
　
取

和
歌
山

奈
　
良

兵
　
庫

京
　
都

滋
　
賀

大
　
阪

三
　
重

愛
　
知

静
　
岡

岐
　
阜

長
　
野

福
　
井

石
　
川

富
　
山

新
　
潟

東
　
京

山
　
梨

神
奈
川

千
　
葉

埼
　
玉

群
　
馬

栃
　
木

茨
　
城

福
　
島

山
　
形

秋
　
田

宮
　
城

岩
　
手

青
　
森

北
海
道

熊
　
本

役員総出で薬局訪問

「宣言」
公示期間中に全力集中

愚直にドブ板
二次募集開始

自県の新たな目標設定
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平
成
30
年
度

「
本
田
あ
き
こ
激
励
会
」を
開
催

定
時
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

　
平
成
31
年
3
月
27
日
、
13
時
か
ら
東
京
・
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度

定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
畑
澤
常
任
総
務
の
司
会
に
よ
り
、
先
ず
1
月

9
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
神
田
熊
本
県
薬
剤
師
会

前
会
長
に
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　
山
本
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、
「
今
年
度
の
最

大
の
課
題
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
7
月
の
参
議

院
選
挙
。
二
つ
目
は
、
年
度
末
に
迎
え
る
調
剤

報
酬
改
定
を
日
本
薬
剤
師
会
の
考
え
方
を
受
け

て
政
治
的
に
支
え
る
こ
と
だ
。
本
田
あ
き
こ
後

援
会
活
動
に
つ
い
て
、
「
10
・
70
・
30
」
の
目

標
の
下
に
、
支
援
者
名
簿
の
収
集
と
コ
ア
に
な

る
方
々
を
育
て
る
こ
と
だ
。
30
万
人
の
薬
剤

師
、
7
万
人
を
超
え
る
薬
学
生
、
そ
し
て
先
日

誕
生
し
た
1
万
人
薬
剤
師
の
輝
け
る
将
来
を

　
本
田
あ
き
こ
中
央
後
援
会
主
催
の
「
本
田
あ

き
こ
激
励
会
」
が
平
成
30
年
度
定
時
評
議
員
会

終
了
後
に
約
2
5
0
名
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ

た
。
会
場
は
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
の
オ
レ
ン
ジ
の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
ハ
チ
マ
キ
で
オ
レ
ン
ジ
一
色
に

染
ま
っ
た
。

　
松
本
純
衆
議
院
議
員
の
激
励
挨
拶
の
後
、
手

代
木
功
製
薬
産
業
政
治
連
盟
会
長
、
鹿
目
広
行

日
本
薬
業
政
治
連
盟
会
長
、
大
塚
陸
毅
健
康
保

険
政
治
連
盟
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
荻
野

副
会
長
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。
3
名
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
本
田
あ
き
こ
氏
へ
の
期
待
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
の
支
援
を
約
束
し

た
。

　
引
き
続
き
、
木
平
健
治
本
田
あ
き
こ
中
央
後

援
会
副
会
長
・
日
本
病
院
薬
剤
師
連
盟
会
長
か

ら
、
日
本
病
院
薬
剤
師
連
盟
は
一
丸
と
な
っ
て

支
援
体
制
を
組
み
、
支
援
者
名
簿
の
収
集
に
具

体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
激
励
し
た
。
同
じ

く
近
藤
由
利
子
本
田
あ
き
こ
中
央
後
援
会
副

会
長
・
日
本
女
性
薬
剤
師
連
盟
会
長
か
ら
、
木

平
健
治
会
長
の
激
励
の
言
葉
で
こ
れ
ほ
ど
真
剣

に
、
力
強
い
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
私

た
ち
も
本
気
で
あ
る
。
負
け
る
こ
と
無
く
行
動

し
て
い
く
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
藤
井
基
之
参
議
院
議
員
は
参
議
院
本
会
議
か

ら
駆
け
付
け
、
予
算
が
成
立
し
、
薬
事
関
連
法

案
が
国
会
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
共

に
政
治
の
必
要
性
を
具
体
的
に
取
り
上
げ
て
激

励
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
会
場
が
暗
く
な
り
「You raise me up

」
が

流
れ
、
「
ホ
ン
ダ
！
ホ
ン
ダ
！
ホ
ン
ダ
！
」
の

か
け
声
が
上
が
る
。
す
る
と
入
り
口
の
ド
ア
が

開
く
と
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
中
か
ら
本
田
あ
き

こ
氏
が
登
場
。
橋
本
・
小
屋
敷
企
画
実
行
委
員

が
露
払
い
役
を
務
め
、
本
田
あ
き
こ
氏
が
再
び

壇
上
に
上
が
っ
た
。
「
組
織
内
候
補
と
決
ま
っ

作
っ
て
い
く
た
め
の
戦
い
で
あ
る
。
ま
た
、
薬

機
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
我
々
の
将
来
が
掛

か
っ
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
ロ
ビ
ー
活
動
を

行
っ
て
い
く
。
地
域
の
中
で
信
頼
で
き
る
薬
剤

師
と
し
て
働
け
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
日
本
薬

剤
師
会
の
仕
事
で
は
あ
る
が
、
日
本
薬
剤
師
連

盟
と
し
て
も
政
治
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
国
民
が
安
心
し
て
薬
を
使
っ
て
い
け
る
環

境
整
備
が
出
来
る
。
さ
ら
な
る
、
本
田
あ
き
こ

氏
へ
の
ご
支
援
の
輪
を
広
げ
て
戴
き
た
い
。
」

と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
松
本
純
衆
議
院
議
員
は
、
「
ま
も

な
く
始
ま
る
熱
い
戦
い
に
皆
様
と
共
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
薬
機
法
の
改
正
も
薬
局
が
本

来
何
を
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
議
論
を
1
年
掛

け
、
法
案
と
し
て
提
出
さ

れ
た
。
現
在
、
国
会
対
策

委
員
会
委
員
長
代
理
と
い

う
立
場
で
受
け
止
め
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
本
田

あ
き
こ
氏
へ
力
を
結
集
し

て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
」
と
挨
拶
し
た
。

　
藤
井
基
之
参
議
院
議
員

は
挨
拶
の
中
で
、
「
3
月

13
日
に
山
本
会
長
ら
幹
部

に
来
て
戴
き
自
民
党
の
参

議
院
政
策
審
議
会
で
、
日

本
薬
剤
師
会
の
抱
え
て
い

る
問
題
点
、
今
後
の
国
政

選
挙
で
ど
の
様
な
対
応
を

取
る
か
と
い
う
説
明
を
戴

い
た
。
薬
剤
師
が
関
与
し

て
い
る
内
容
を
包
含
し
て

て
か
ら
約
２
年
間
、
全
国
訪
問
で
様
々
な
事
柄

を
現
場
か
ら
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
皆
さ
ま

か
ら
更
な
る
お
力
を
お
貸
し
頂
け
る
よ
う
、
精

進
し
て
参
り
ま
し
た
。
統
一
地
方
選
挙
の
応
援

に
も
力
を
注
ぎ
、
4
月
中
旬
か
ら
は
政
令
指
定

都
市
な
ど
へ
の
訪
問
も
始
め
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
4
ヶ
月
間
、
薬
業
界
の
皆
さ
ま
、
支
援
団
体

示
し
、
的
確
な
情
報
と
資
料
で
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
」
こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

「
一
人
で
も
本
田
あ
き
こ
氏
へ
の
支
援
者
が
増

え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。
」
と
述
べ
た
。

　
と
か
し
き
な
お
み
衆
議
院
議
員
は
、
「
薬
剤

師
の
業
務
は
今
、
大
き
く
変
わ
る
。
そ
の
時
ど

の
様
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
る
の
か
決
め
て
戴
く
の

は
皆
さ
ん
自
身
だ
。
薬
機
法
改
正
案
に
対
す

る
要
望
を
私
ど
も
政
治
家
に
伝
え
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
本
田
あ
き
こ
氏
が
必
要
で

あ
る
。
」
と
挨
拶
し
た
。

　
逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
員
か
ら
は
、
「
社
会
的

に
見
て
今
問
題
な
の
は
人
口
減
少
だ
。
こ
の
ま

ま
だ
と
地
域
が
無
く
な
る
。
そ
し
て
社
会
保

障
・
医
療
・
福
祉
も
厳
し
い
状
況
に
な
る
。
こ

れ
に
立
ち
向
か
う
の
が
政
治
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
参
議
院
選
挙
は
厳
し
い
。
私
の
立
場
か

ら
も
本
田
あ
き
こ
氏
へ
の
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
て
、
応
援
の
ご
挨
拶
と
す
る
。
」
と
述
べ

た
。

　
引
き
続
き
、
金
安
議
長
、
明
石
副
議
長
が
登

壇
し
、
石
井
副
会
長
か
ら
重
要
事
項
の
経
過
報

告
、
尾
島
副
会
長
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
指

針
の
件
が
説
明
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
報
告
第
1
号
平
成
30
年
度
会
務
並

び
に
事
業
中
間
報
告
、
平
成
31
年
度
事
業
計

画
、
平
成
31
年
度
責
任
負
担
金
賦
課
額
、
平
成

31
年
度
責
任
負
担
金
単
価
及
び
減
免
措
置
、
平

成
31
年
度
収
入
支
出
予
算
、
平
成
31
年
度
借
入

金
最
高
限
度
額
に
つ
い
て
議
案
上
程
さ
れ
、
質

疑
応
答
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
報

告
・
議
案
が
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。
続
い

て
協
議
に
移
り
、
本
田
あ
き
こ
支
援
活
動
に
つ

い
て
説
明
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に

安
東
副
会
長
か
ら
閉
会
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
会

議
が
終
了
し
た
。

の
皆
さ
ま
、
今
後
と
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
！
」
と
力
強
い
決
意
表
明
が
述
べ
ら

れ
た
。

　
岩
本
副
会
長
の
閉
会
の
辞
の
後
、
全
員
が
一

丸
と
な
っ
て
支
援
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
散
会

と
な
っ
た
。
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本田あきこ中央後援会「総会」
開催される！

　

選
挙
イ
ヤ
ー
の
幕
明
け
、
春
の
陣
が
終

わ
っ
た
。
編
集
後
記
を
書
く
手
が
ど
う
に

も
重
い
。
我
が
地
元
、大
阪
で
は
ご
存
知
の

通
り
の
結
果
と
な
り
、選
挙
は
民
意
で
あ
る

と
い
う
の
は
正
し
い
の
か
ど
う
か
考
え
さ

せ
ら
れ
る
地
方
選
挙
で
あ
っ
た
。
本
当
に

民
意
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、そ
も
そ
も

民
意
っ
て
何
な
の
か
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
日
常
に
こ
れ
だ
け

浸
透
し
て
き
て
、
ま
た
選
挙
権
が
18
歳
以

上
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
、
確
実
に
選
挙
の

あ
り
か
た
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
選
挙

カ
ー
で
候
補
者
の
名
前
を
連
呼
す
る
よ
り
、

S
N
S
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
が
若
者
に
は

イ
メ
ー
ジ
は
浸
透
す
る
と
実
感
し
た
。
も

し
自
分
が
特
に
政
治
に
興
味
の
な
い
人
間

だ
っ
た
ら
、
街
中
で
候
補
者
の
い
な
い
選

挙
カ
ー
で
聞
く
名
前
よ
り
、
S
N
S
で
見

て
印
象
の
良
い
イ
ケ
メ
ン
候
補
に
投
票
し

て
し
ま
う
だ
ろ
う
な
、
と
思
っ
て
し
ま
っ

た
り
す
る

(;∀;)
。

　

ま
た
多
く
の
候
補
者
が
出
る
よ
う
な
地

方
選
挙
で
は
、候
補
者
の
街
頭
演
説
を
聞
い

て
い
て
も
皆
、同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
だ

け
、「
〇
〇
市
を
住
み
良
い
街
に
し
ま
す
！
」

「
医
療
、
介
護
、
福
祉
、
教
育
、
災
害
に
強
い

〇
〇
候
補
を
よ
ろ
し
く
！
」（
、、、そ
ん
な
完

璧
な
わ
け
な
い
！！‌

）実
際
、
投
票
所
の
目
の

前
の
名
前
の
順
番
や
位
置
で
得
票
数
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
々
。
実
力
と
得

票
数
は
ま
っ
た
く
別
物
な
の
か
、、、、
実
力

よ
り
イ
メ
ー
ジ
な
の
か
、、、、
本
当
に
考
え

さ
せ
ら
れ
る
結
果
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
こ
う
言
っ
て
も
、す
ぐ
に
夏
の
陣
が

や
っ
て
く
る
。
組
織
力
の
勝
負
で
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、薬
剤
師
に
対
す
る
信

頼
が
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
に
、日
常
業
務
に
邁

進
す
る
こ
と
も
と
て
も
大
切
だ
と
思
う
。

よ
ー
し
！
が
ん
ば
る
ぞ
ー
！！

�

（
N
・
K
）

編集後記

●
広
報
委
員

　
　

安
東　

哲
也
、石
井　

甲
一

　
　

小
野　

春
夫
、鳥
海　

良
寛

　
　

大
澤　

泰
輔
、大
原　
　

整

　
　

近
藤
直
緒
美
、渡
邊
美
知
子

　5月1日、令和天皇が即位され新しい時代の幕が開きました。平成は戦争の無
い平和な時代でしたが、阪神淡路・東日本大震災をはじめ、多くの自然災害に見
舞われました。また、少子高齢化に伴い増大する社会保障費の財源確保と財政
規律の立て直しが最大の課題となりました。令和の時代、災害に強い国づくり
を進めるとともに、人生100年時代に対応した社会システムを構築し、国民の
誰もが安心して暮らせる社会にしていかなければなりません。
　さて、昨年7月に公布された働き方改革関連法案の一部が4月から施行され、
36協定で定める時間外労働の上限を定め、違反した場合には罰則が適用される
こととなりました。
　また、厚生労働省は4月2日、薬局における調剤業務のあり方について、薬剤師
の行う対人業務を充実する観点から、薬剤師以外の者に実施させることが可能
な業務の基本的な考え方を通知しました。通知では、調剤に最終的な責任を有
する薬剤師の指示に基づき、当該薬剤師の目の届く限度の場所において、処方箋
に基づいて調剤した薬品の品質に影響がなく、結果として薬剤を服用する患者
に危害を及ぼすことのないこと。及び、当該業務を行う者が、判断を加える余地
に乏しい機械的作業であること。その全ての条件を満たす業務に限り、薬剤師
以外の者が実施して差し支えないとしています。そして、その具体的な例とし
て、処方箋に記載されているPTP包装された医薬品の必要量を取り揃える行為、
薬剤師の監査前に行う一包化した薬剤の数量を確認する行為を挙げています。
　勿論、これらの業務が調剤業務の範囲外とされたわけではなく、あくまで薬剤
師の薬学的知見と責任のもと、薬剤師以外の者に任せても良いとしているので
あって、これ以上の何物でもないはずです。
　薬物療法の適正化と安全性がより求められるなか、調剤業務の効率化や機械
化等による生産性向上を図り、薬剤師の対人業務の充実を図っていくことが必
要となっています。

Report
もとゆき 藤井もとゆき国会レポート

薬剤師の働き方改革

薬剤師・薬学博士
自由民主党組織運動本部本部長代理・参議院議員

藤井もとゆき

　
平
成
31
年
4
月
23
日
（
火
）、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
高
輪
に
於
い
て
第
1
回
総
務
会
に
引
き

続
き
、
第
1
回
全
国
会
長
・
幹
事
長
拡
大
会
議
が
開

催
さ
れ
た
。

　
司
会
は
浜
田
常
任
総
務
。
山
本
会
長
よ
り
、「
薬

剤
師
が
必
要
な
職
業
か
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
多

く
の
薬
剤
師
自
身
気
が
つ
い
て
い
な
い
。
今
、
7
万

人
の
薬
学
生
が
薬
剤
師
を
目
指
し
て
い
る
。
我
々

は
何
を
残
し
て
あ
げ
ら
れ
る
か
?
薬
の
安
全
を
守

れ
る
の
は
薬
剤
師
の
職
能
。
も
う
3
か
月
、
ま
だ

3
か
月
と
考
え
て
出
来
る
限
り
の
行
動
し
て
い
た

だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
会
場
か

ら
司
会
者
一
任
を
受
け
て
座
長
に
北
海
道
の
竹
内

伸
仁
氏
を
指
名
し
た
。

　
始
め
に
報
告
事
項
が
あ
っ
た
。「
平
成
31
年
度
事

業
計
画
・
会
議
の
予
定
」、「
全
国
支
部
訪
問
の
結
果

と
今
後
の
日
程
」、「
支
援
者
名
簿
の
収
集
状
況
」、

「
名
簿
収
集
行
動
計
画
を
踏
ま
え
て
の
活
動
」、
最

後
に
「
都
道
府
県
に
お
け
る
選
挙
期
間
中
の
活
動
」

に
つ
い
て
担
当
役
員
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

　
特
に
選
挙
期
間
中
の
活
動
に
つ
い
て
は
都
道
府

県
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
選
挙
活
動
計
画
の
原
案

を
踏
ま
え
、
本
田
あ
き
こ
本
人
は
熊
本
の
み
の
活

動
と
な
る
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
総
務
（
幹
事
）
と
本

後
援
会
の
役
員
で
検
討
し
、
候
補
者
代
理
と
し
て

活
動
を
行
う
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
次
に
、
電
話
作
戦
、
選
挙
ハ
ガ
キ
・
ポ
ス
タ
ー
・

ビ
ラ
、
街
宣
車
等
12
の
協
議
事
項
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

　
ま
ず
始
め
に
岩
本
幹
事
長
よ
り
、
選
挙
期
間
中

と
公
示
前
の
必
要
な
準
備
に
つ
い
て
大
ま
か
な
話
が

あ
り
、
続
い
て
各
担
当
役
員
よ
り
詳
し
い
説
明
が

な
さ
れ
た
。
特
に
今
回
は
ネ
ッ
ト
選
挙
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
田
あ
き
こ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

本
田
あ
き
こ
の
部
屋
（
F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
）

の
閲
覧
、
本
田
あ
き
こ
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録

を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
以
上
を
受
け
て
活
発
な
質
問
や
要
望
な
ど
が
な

さ
れ
、
会
場
が
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
、
選
挙
モ
ー
ド

に
な
っ
て
い
く
の
が
感
じ
ら
れ
た
全
国
会
長
・
幹
事

長
拡
大
会
議
が
終
了
と
な
っ
た
。

全
国
会
長・幹
事
長
拡
大
会
議

開
催
さ
れ
る
！

　平成31年4月23日（火）、本田あきこ中央後援会の総会がグランドプリンスホ
テル高輪「プリンスルーム」にて午後5時30分より開催された。都道府県薬剤師
連盟の会長・幹事長、支援者団体でいっぱいの会場は、オレンジ色のベスト、ハチ
マキ、ハッピで埋め尽くされた。
　本田あきこ中央後援会岩本副会長の司会により、先ず、山本会長から候補者を
車のメーカーにたとえたウィットにとんだ挨拶があった。次に、国会議員による
激励の言葉を会場への到着順に、松本純衆議院議員、藤井基之参議院議員、とか
しきなおみ衆議院議員、最後に自民党の薬剤師問題議員懇談会会長である伊吹
文明衆議院議員より頂いた。
　続いて支援団体の登壇者が一人一人紹介され、その後支援団体を代表して日
本薬業政治連盟の鹿目広行会長から、本田あきこ氏がアルフレッサに勤務してい
たことが紹介され、勤務薬剤師としての経験が生かせると激励があり、最後まで
気を抜くことなく頑張りましょう!と結んだ。
　たくさんの激励を受けて、本田あきこ氏より決意表明がなされた。「残り3ヶ月
精一杯頑張ります！現場の思いを強い信念を持って発信していきたい！皆様の
更なるご支援をよろしくお願いいたします！」と熱い思いが伝えられた。
　最後に、企画実行委員会の櫛方委員と小屋敷委員による「本気だ！本田！！」
コールが行われ、オレンジ色のうねりとなって残り3ヶ月に向けた総会が閉会と
なった。


